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１．調査・試験研究の実施内容および成果に関する報告書 

 

（１）調査・試験研究課題 

  『多摩川水系の小学校教師を対象とした多摩川環境学習の実態調査および 

                   問題解決に向けた学習支援とその教材開

発』 

 

（２）代表研究者 

   竹本久志、中本 賢 

 

（３）実施内容 

当法人は、大都市河川ながら比較的豊かな自然度を残す多摩川を流域児童の環境教育

の場として活用する「多摩川教育河川構想」の推進を目的に、小学校教師を対象とし

た自然環境教育指導者育成講座を開催している。 

前年度は教師を対象とした自然体験講座を開くと同時に、東京都と神奈川県の 63小学

校、131名の教員から多摩川環境学習のアンケートをとり、実施困難校の問題解決に向

けた支援プログラム（A4カラー・28頁）500部を作成した。また教師向け学習教材と

して多摩川版「昆虫カード」（1200セット）を制作配布した。 

今年度も流域各地で体験教室や出前講座を開催し（資料別添）、事業数 31 回、参加者

のべ約 3529名（児童・保護者含む）を数えた。これは昨年度の事業数・参加者数（24

回・約 3098）を大きく上回るもので、充実した 1年となった。 

さらに教師向け学習教材として，1年間取り貯めたデータを元に「干潟の生きもの図鑑」

を現在制作中。多摩川先生育成のツールとして活用したい。 

 

（4）今後予想される効果 

前年の多摩川環境学習アンケート調査で九割の教員が学習地としての多摩川に魅力を

感じており、外遊びが少ない現代の子どもたちの自然体験学習の必要性は、こちらも

九割強が痛感していることがわかった。 

しかし実際に多摩川環境学習を実施しているのはわずか二割弱。多摩川が遠いという

物理的な障害校は別として、川近くの学校でも「安全面・指導法・時間的」な問題な

どの理由から、本当はやりたいけど出来ないという現実が見えてきた。 

これらの問題を一挙に解決するのは難しいが、川崎市や狛江市のように教育委員会主

催の生活科や総合・環境教育担当教師による多摩川自然体験研修会が開催できれば、

少なくとも安全面の不安や指導法がわからないという問題は解決する。その意味でも

流域自治体の各教育委員会との関係を密に取り、連携強化を図っていきたい。 

また貴財団などの助成を活用して、これまで多摩川限定の「お魚図鑑」「土手菜図鑑」
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「昆虫カード」などの学習教材を開発配布してきたが、たいへん好評で増刷を望む声

が多い。刷り増しは予算的に困難なため、PDF化したデータを著作権フリーで希望教師

や小学校に無料配布している。今後も教育河川の全国モデルとして様々な形で多摩川

を発信していきたいと思っている。 

 

（5）調査・試験研究対象場所 
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